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城山主郭跡の高浜城跡案内城山主郭跡の高浜城跡案内
板、後の天守に相当する「高櫓」板、後の天守に相当する「高櫓」
の存在も推測されている。　▶の存在も推測されている。　▶

▲城は二股に分岐する西側の岬「城山」▲城は二股に分岐する西側の岬「城山」
　と東側の岬「天王山」を中心に周辺　と東側の岬「天王山」を中心に周辺
　一帯に及んだとされるが、明確な遺構　一帯に及んだとされるが、明確な遺構
　が残っているのは主に城山である。　が残っているのは主に城山である。
　（写真：国土地理院空中写真）　（写真：国土地理院空中写真）

　

逸
見
氏
は
、
若
狭
国
守
護
で
あ
る
武
田

氏
を
支
え
た
有
力
家
臣
で
、
若
狭
西
端
の

高
浜
を
拠
点
に
、
隣
国
丹
後
に
対
す
る
防

備
を
担
っ
た
。
特
に
水
軍
を
軍
事
力
の
要

と
し
、
若
狭
湾
の
海
上
防
衛
に
お
い
て
極

め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

　

し
か
し
戦
国
時
代
後
期
、
主
家
武
田
氏

で
内
紛
が
続
発
す
る
と
、
時
の
当
主
逸へ
ん

見み

昌ま
さ
つ
ね経
も
こ
れ
に
深
く
関
与
し
た
。
弘
治
２

（
１
５
５
６
）
年
の
武
田
信
豊
と
子
息
義よ
し
む
ね統

の
争
い
で
は
信
豊
側
に
つ
い
た
が
、
義
統

に
は
越
前
朝
倉
氏
が
加
勢
し
、
そ
の
結
果
、

家
臣
団
の
分
裂
と
主
家
離
れ
が
進
ん
だ
。

　

永
禄
４
（
１
５
６
１
）
年
、
昌
経
は
つ

い
に
武
田
・
朝
倉
方
に
対
し
て
反
乱
を
起

こ
す
。
昌
経
は
同
じ
く
重
臣
の
粟
屋
氏

や
丹
後
方
面
の
連
合
軍
あ
わ
せ
て
約
８
︐

０
０
０
の
軍
勢
と
と
も
に
砕さ
い
ち
や
ま
じ
ょ
う

導
山
城
に
立

て
籠
も
っ
た
。
こ
の
城
は
武
田
氏
の
本
城

で
あ
る
小
浜
の
後の
ち
せ
や
ま
じ
ょ
う

瀬
山
城
を
凌
ぐ
規
模
を

誇
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
１
１
︐０
０
０
を

数
え
る
朝
倉
・
武
田
連
合
軍
と
の
総
力
戦

と
な
り
、
激
闘
の
末
に
敗
北
、
砕
導
山
城

は
落
城
し
た
。

　

砕
導
山
城
を
失
っ
た
昌
経
は
、
や
が
て
永

禄
８
年
、海
岸
沿
い
の
古
く
か
ら
の
拠
点
に
、

高
浜
城
を
築
い
て
こ
れ
を
本
城
と
し
た
。
こ

の
城
は
海
へ
突
出
す
る
小
半
島
を
利
用
し
た

若
狭
で
は
初
の
平
山
城
で
あ
り
、
水
軍
の
運

用
に
欠
か
せ
な
い
海
城
の
要
素
も
備
え
て
い

た
。
現
在
、
城
山
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
一
帯
が
城
跡
で
、
西
側
の
最
高
所
が
主

郭
と
み
ら
れ
、
高
櫓
（
天
守
）
跡
と
推
定
さ

れ
る
「
天
台
趾
」
の
平
坦
な
郭
が
確
認
で
き
、

当
時
の
名
残
を
伝
え
て
い
る
。
一
帯
に
は
、

室
町
幕
府
三
代
将
軍
足
利
義
満
も
何
度
か
訪

れ
た
「
明め
い
き
ょ
う
ど
う

鏡
洞
」
を
は
じ
め
と
す
る
海
食
洞

「
八や

な穴
の
奇
勝
」
が
あ
り
、
風
光
明
媚
な
景

勝
地
と
し
て
見
ど
こ
ろ
も
多
い
。

　

そ
の
後
も
、
永
禄
９
年
の
武
田
義
統
と
子

息
元も
と

明あ
き

の
対
立
で
は
元
明
側
に
加
担
し
、
水

軍
を
用
い
て
海
上
か
ら
小
浜
を
攻
め
る
な
ど

主
家
と
の
合
戦
を
繰
り
返
し
た
が
、
永
禄
11

年
、
武
田
氏
当
主
の
元
明
が
朝
倉
氏
に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
越
前
へ
連
れ
去
ら
れ
る
と
、
若

狭
武
田
氏
に
よ
る
領
国
支
配
は
事
実
上
終
焉

を
迎
え
た
。

　

の
ち
に
昌
経
は
織
田
信
長
と
結
び
、
元
亀

元
（
１
５
７
０
）
年
の
朝
倉
攻
め
や
天
正
３

（
１
５
７
５
）
年
の
越
前
一
向
一
揆
討
伐
に

水
軍
を
率
い
て
参
戦
す
る
な
ど
、
信
長
の
与よ

力り
き

と
し
て
活
躍
し
た
。
天
正
９
年
２
月
、
内

裏
東
に
お
い
て
、
正お
お
ぎ
ま
ち
て
ん
の
う

親
町
天
皇
を
迎
え
織
田

軍
団
の
大
規
模
な
馬う
ま
ぞ
ろ揃
え
が
行
わ
れ
た
際
に

は
、「
一
番
衆
」
と
し
て
参
加
す
る
栄
誉
を

得
た
が
、
直
後
に
病
死
し
た
。
後
継
者
に
恵

ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
所
領
は

分
割
さ
れ
、
若
狭
の
大
族
で
あ
っ
た
逸
見
氏

は
没
落
し
た
。

　

高
浜
城
は
昌
経
の
没
後
、
溝
口
秀
勝
、
堀

尾
吉
晴
、
山
内
一
豊
、
浅
野
幸
長
な
ど
、
の

ち
に
各
地
の
大
名
と
な
る
武
将
が
代
々
城
主

を
務
め
た
が
、
寛
永
11
（
１
６
３
４
）
年
に

酒
井
忠
勝
が
小
浜
藩
主
と
し
て
入
部
、
小
浜

城
を
築
城
し
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
役
目
を

終
え
て
廃
城
と
な
っ
た
。（
文　

奥
山
秀
範
）

東側の天王山麓の名勝明鏡洞、一帯には
浸食でできた複数の海食洞がみられる。

郷土資料館から城
山公園に移設され
た逸見昌経像


